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1. はじめに 

㈱ケイ・ジー・ティー）は、1990 年（当時：クボタコ

ンピュータ㈱）から汎用可視化ソフトウエアAVS の販売

および開発を行ってきた。日本国内では富士通㈱へのＯ

ＥＭを含め、これまで 5000 ライセンス以上出荷してきた。  

本稿では、この 10 数年の歴史を振り返り、可視化ソ

フトウエアの発展の経過と、可視化を取り巻くコンピュ

ータ環境の変化について記述し、最後に現在の弊社の取

り組みについて紹介する。 

 

2. AVS の紹介[1], [2], [3] 

AVS(Application Visualization System)は 1989

年に米国 Stellar 社によって開発された。その後、

Stardent 社を経由し、現在はAVS(Advanced Visual 

Systems Inc. 本社：米国マサチューセッツ州

Waltham)に引き継がれている。 

AVS が登場した 1980 年代後半は、ワークステー

ションの登場により、数値計算の結果をコンピュー

タグラフィックスで処理する可視化が盛んになっ

た時代であった。 

しかし、市販の可視化ソフトウエアは少ない状況

であったし、研究者自身が可視化ソフトウエアを開

発するにもグラフィックスライブラリの標準化が

進んでおらず、特に三次元グラフィックスプログラ

ムを書くにはたいへんな苦労が必要であった。 

このような時代、AVS は研究者をグラフィックス

プログラミングの苦労から開放する目的で設計さ

れた。その最大の特徴は、図１に示すネットワーク

エディタである。 

図 1 の上側に並んでいる矩形の箱は“モジュー

ル”と呼ばれ、それぞれが小さなプログラムになっ

ている。 

ユーザは、図１の下側にあるワークスペースで、

このモジュールを繋ぎあわせることでプログラミ

ングを行う。例えば、データをディスクから読み込

み、断面の圧力分布をコンター図で表示するには、

次の５つのモジュールを縦に直列に接続する。 

１） Read Field(データを読む) 

２） Extract scalar(圧力を取り出す) 

３） Orthogonal slicer(断面を取り出す) 

４） Contour (コンター図を作成する) 

５） Viewer3D (三次元表示を行う) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ AVS ネットワークエディタ動画面 

 

ネットワークエディタで組み立てられたアプリ

ケーションは、その場で再コンパイルすることなく、

データフロー型の動作をする。上流のモジュールの

出力が、その下流のモジュールを起動する。 

可視化処理のトップで、データを読み替えると、

順次、下流のモジュールが動作して新しい可視化結

果がウインドウに表示される。 

複雑な表示のために、データフローは、分岐、集

合させることができる。図２は、竜巻のような流れ

を可視化した結果で、そのモジュールは図3 のよう

な形となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 可視化例   図３ モジュール接続例 

 



3. AVS の歴史 

3.1 AVS バージョンアップの歴史[4] 

 表 1 に AVS のバージョンアップの履歴を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 おおよそ 1 年に 1 回のバージョンアップを行い、

1994 年に基本アーキテクチャの変更に伴い、AVS

シリーズから AVS/Express シリーズに名称を変更

して現在に至っている。 

 

3.2 プラットフォームの変遷 

１）ハードウエアにバンドルされていた時代 

 1989 年、AVS はハードウエアベンダーである

Stellar 社によって開発され、そのハードウエアに

バンドルして提供されていた。この当時、同様の可

視化ソフトウエアが開発され、SGI 社は IRIS 

Explorer を、IBM 社は Data Explorer を開発し、そ

れぞれのマシンにバンドルしていた。これは各ハー

ドウエア会社が、ユーザの利便性のため開発したと

いうことであるが、グラフィックスライブラリの標

準化が進んでいなかったため、各ベンダーが独自の

ライブラリでソフトウエアを開発しなければ、その

グラフィックス性能を有効に引き出せなかったと

考えることもできるであろう。 

２）ワークステーション全盛期 

 1992 年 AVS の開発はソフトウエア会社の AVS 社

に移管されマルチプラットフォームのソフトウエ

アとなる。ほぼ同じ時期にIRIS Explorer もソフト

ウエア会社に移され（現在：NAG 社）、Data Explorer

はフリーソフトウエアになった。 

 1992 年～1994 年頃のサポートプラットフォーム

は多彩であった。米国がIBM, HP, SGI, DEC, SUN, 

STARDENT をサポートし、日本でSONY,NEC のワーク

ステーション、富士通(VP),NEC(SX),日立(S)のスー

パーコンピュータをサポート機種として追加した。 

３）Windows の台頭 

 1994 年 AVS は Windows をサポートする。このと

き、GUI を Windows/Motif 対応にし（それまではＸ）、 

AVS/Express と名称を変更した。 

 このころ、三次元グラフィッックス API は OpenGL

に事実上統一され、マルチプラットフォームの価値

は多少薄らいでくる。 

４）Linux 登場 

 2000 年Linux 版AVSがリリースされ、現在もUNIX

各種,Windows,Linux のサポートを続けている。 

 新規ライセンスを見る限り、2002 年度は Windows

が支配的で、次にUNIX、Linux は AVS の可視化プラ

ットフォームとしてはそれほど伸びていない。 

 

3.3 機能拡張の変遷 

１）可視化手法 

 可視化手法自身は1991年のAVS3.0でほとんど完

成され、その後、日本で追加したLIC（図２）以外

画期的な可視化手法の拡張は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ LIC によるキャビティーフロー可視化例 

２）前処理 

 データタイプや前処理としては、CFD ユーザの要

望によるマルチブロック対応、実験・計測機器が大

量データを扱うようになって離散点からの補間機

能（図３）が追加された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図３ 離散点からの補間機能 

1989. 4  AVS1.0 （幾何データ表示のみ） 
   .12 AVS2.0 （ネットワークエディタ登場） 
1991. 3  AVS3.0 （グラフ強化、X端末対応） 
1992. 8  AVS4.0 （マルチプラットフォーム化） 
1993. 4  AVS5.0 （日本語化） 
1994. 3  AVS/Express1.0   （Windows系サポート） 
1995. 8  AVS/Express2.0    

. 11  ・ MicroAVS１．0（簡易可視化アプリケーション） 
1996. 6  AVS/Express3.0   （可視化機能の大幅な強化） 
1997. 2  ・ Web/Express開発(インタネットコラボレーション ) 
1998. 7  AVS/Express4.0（時系列データ対応、DLLモジュール） 
1999. 12 AVS/Express5.0（ポリゴンリダクション） 
2000. 3   ・ RVキット(Volume Pro対応） 
        ・ Ｌｉｎｕｘ版リリース 
2000.11 AVS/Express5.1 
2001. 1    ・ AVS/Express MPE(CAVE対応) 
2001.6    ・ Web可視化サーバ 
2002.2  AVS/Express6.0 （3D AVS Player） 
2002.5   ・ ＯｐｅｎＶｉｚ（Java,ActiveXオブジェクト） 
2002.10  ・ AVS/Express PCE(クラスタ対応並列可視化) 
2003.5  AVS/Express6.2 



３）入出力機能 

 1998 年時系列データがサポートされ、2002 年

Read CGNS が追加された。 

動画出力は1998 年にAVI,MPEGがサポートされた。 

可視化結果を動画で記録するためにコマ撮りコ

ントローラとのインターフェイスがオプションで

販売されていたが、ノンリニア編集ソフトウエアの

普及により部分的な動画出力だけで、可視化ソフト

ウエアの機能としては十分となった。 

  三次元幾何形状は1997年にVRMLを正式サポート

したが、その後、VRML の利用はそれほど広がらな

かった。その代わりではないが、2002 年に日本原

子力研究所と共同で 4 次元幾何形状を交換するた

めの 3D AVS Player を開発し、フリーソフトとして

提供を始めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４ パワーポイントで動く3DAVSPlayer 

 

４）アプリケーション開発機能 

 1994 年 AVS から AVS/Express シリーズに変わっ

たとき、基盤として最も変ったのがアプリケーショ

ン開発機能の強化であった。AVS/Express は、すべ

ての GUI を外すことができ、可視化カーネルとして

利用することができる。 

 2003 年現在、開発プラットフォームとして普及

していないが、弊社自身が 1995 年にエンドユーザ

向けに開発した MicroAVS は、AVS/Express をベー

スにした代表的なアプリケーションソパッケージ

である。他、Mathematica と連携して動作する

MassViz[5]（KGT と日本電子計算㈱の共同開発）、前

述の GFA Player、他、10 数種類の AVS/Express ベ

ースの市販パッケージがある。 

５）インターネット対応 

1996 年以降はインターネット対応の可視化がい

くつか試みられる。 

1997 年インターネットを越えて AVS/Express が

コラボレーションして動作するWeb/Express[6]をリ

リースした。AVS/Express 上のすべての操作がコピ

ーされ、遠隔地の複数のAVS/Express で同じ動作が

実行される。音声カンファレンスの機能も持ってい

た。 

ホームページの裏側で動作し、動的に可視化結果

をページに表示する「可視化サーバ」は 1997 年に

CGI ベースのものを試験的に運用公開し、2001 年に

正式なパッケージとしてリリースした。(AVS/ 

Express Web Server Edition) 

 2002 年には、AVS でサポートしている可視化機能

を Java,ActiveX のコンポーネントとして提供する

OpenViz としてリリースした。Java アプレットとし

てダウンロードされクライアントで動作するだけ

でなく、対話操作を受け付けるサーバサイドレンダ

リングの機能もある。 

 

3.4 ユーザニーズの変化 

１） 可視化ソフトは使うもの 

 第 2 節で紹介したように 90 年代前半までは解析

者の多くがプログラマで且つ、グラフィックスソフ

トウエアも書いていた時代に、AVS のネットワーク

エディタは、簡単で自由度の高い素晴らしい設計で

あった。しかし、近年、解析者は必ずしもプログラ

マではない。95 年に投入した簡単に可視化できる

ことを目指して開発した製品 MicroAVS は、

AVS/Express に比べて拡張性は少ないが、非常に高

い人気を博している。 

 

２） 汎用から専用へ 

 使い易さと重なる部分が多いが、可視化ソフトの

多くは汎用ソフトウエアから専用へと変っている。 

 数値解析の場合、モデリング、メッシュジェネレ

ーション、解析、可視化が一体になっている専用シ

ステムが、特に構造解析では主流となっている。汎

用可視化ソフトウエアは、一貫性のある専用システ

ムに使い勝手では譲らざるを得ないが、開発コスト

やシステムメンテナンスを考慮した場合、価格的な

メリットがあると思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 日立エンジニアリング㈱「かくさんすけっ

と」から呼び出されるMicroAVS[7] 



4. ビジュアリゼーションカンファレンス 

この 10 年の変化を示すもう１つのものとして、

ビジュアリゼーションカンファレンスを紹介する
[8]。 

 

表２ビジュアリゼーションカンファレンスの歴史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 年から 95 年まではＡＶＳユーザ会というタ

イトルで、基調講演者も開発サイドのＡＶＳ社、ク

ボタおよびサポートの中心であったインターナシ

ョナルＡＶＳセンターが行っている。内容は AVS

の最新バージョンの説明とユーザ事例の紹介であ

る。 

1996 年から(社)可視化情報学会主催、ＡＶＳコ

ンソーシアム協賛の形に拡大、名称はビジュアリゼ

ーションカンファレンスとなった。2002 年は Web3D

を普及するリッチメディアフォーラムが参加した。 

ビジュアリゼーションカンファレンスから基調

講演は AVS 関係者に限らず可視化に関係するトピ

ックスを紹介していただくようになった。 

 96 年にインターネットがキーワードとして登場

し、97 年にはカーナビ、00 年に地球シミュレータ、

01 年から“コンテンツ“がキーワードとなる講演

が続いている。 
 2000 年以降、携帯電話のグラフィックス紹介の

模索を続けているが、企業秘密が多いのか、お忙し

いのか講演者を招聘することができていないのが

残念である。 

 
５．可視化環境の変化 

 本節の内容は、大学の講義や限られたメンバーで

私的な感想として述べていたもので、本稿のような

論文形式で書くには抵抗がある。しかし、話の継続

性のために必要なので、あえて記述する。  
以下、ハードウエアの変化について個人的感想を

述べる。 
 筆者が入社した 1987 年、当時の会社：クボタコ

ンピュータ㈱は三次元グラフィックスエンジンを

搭載したベクトル・パラレルコンピュータ TITAN
を製造、販売していた。その関係で、私が主として

利用していたマシンは、この TITAN であった。 
 一方、2003 年現在、私は主として WindowsＯＳ

のパーソナルコンピュータを利用している。 
 この間の環境の変換を考えたとき、驚くべき価格

性能比の向上を示しているのが、CPU、メモリ、デ

ィスクの３つである。 
 TITAN は当時、スーパーコンピュータに次ぐハ

イエンドクラスの機種だったので、これと大衆向け

ＰＣを並べて比較するのはフェアでないが、例えば、

TITANのエントリーモデルは 1280 万円（定価）で

16MB メモリ ,8MIPS/8M flops,200MBディスク,20 万

トライアングル/秒程度のスペックだった。一方、

現在使っているＰＣと同等のものは、2003 年 8 月

８日に DELL のホームページで調べたところ、

512MB メモリ、Pentium4(3.2GHz)、120GB ディスク、

NVIDEA の GeForce™FX5200（推測で少なくとも

1000 万トライアングル/秒は出る）が 25 万 8000 円

1992.6 第1回ＡＶＳユーザ会（東京：㈱クボタ本社） 
   .  AVS社ＣＥＯ ジョージ・ブラント氏「ＡＶＳ開発計画」 
1993.4 第2回ＡＶＳユーザ会（東京：㈱クボタ本社） 

IAC( International AVS Center)スティーブ・ソープ氏 
1993.9 第3回ＡＶＳユーザ会（幕張：富士通㈱） 
     AVS社マーケティング担当 イアン・リード氏 
1994.7 第4回AVSユーザ会（大阪：富士通㈱） 
     ㈱クボタ AVS技術担当 吉川慈人氏 
1994.11 第5回AVSユーザ会（幕張：富士通㈱） 
     マンチェスター大学 スティーブ・ラーキン氏 
1995.7 第6回AVSユーザ会（大阪：大阪科学技術センター） 
     ＩＡＣ チャック・モーシャー氏 
1996.1 第1回ビジュアリゼーションカンファレンス（早稲田大学） 
     British Telecomm Graham Walker氏 

「ビジュアリゼーションにおける挑戦」 
1996.9 第2回ビジュアリゼーションカンファレンス（有明ＴＦＴ） 

Scripps研 Michael Pique氏 
「インターネットとビジュアリゼーション」 

1997.10 第3回ビジュアリゼーションカンファレンス（有明ＴＦＴ） 
     NOAA Brian McDonald氏 

「一般的な気象分野に於ける三次元表示のテクニック」 
日産自動車㈱ 岸 則政氏 
「カーナビの現状とバードビューナビゲーション」 
東京大学 坂村 健氏 
「デジタルミュージアムー知の開放―」 

1998.10 第4回ビジュアリゼーションカンファレンス（ビッグサイト） 
   宇宙科学研究所 小杉健郎氏 
   科学衛星「ようこう」による太陽Ｘ線映像の可視化 
   Ｃ－Ｔｅｃｈ社 Reed D Copsey氏 
   ＥＶＳを利用した地殻探査結果の可視化 

1999.10 第5回ビジュアリゼーションカンファレンス（有明タイム24）

     ＡＶＳ社マーケティング担当 Ian Curington氏「海外におけ 
る計測データ・ビジュアリゼーションの利用最新事例」 

     三菱アメリカ Hanspeter Pfister氏 
     “VolumePro Real-Time Ray-Casting System” 
2000.10 第6回ビジュアリゼーションカンファレンス（有明タイム24）

マンチェスター大学ＩＡＣ Ｗ．Ｔ．Ｈｅｗｉｔｔ氏 
「地球のマントルとエジプトのミイラの共通点は何か？」 

地球シミュレータ 谷啓一氏 
「地球シミュレータ計画の概要と可視化のニーズ」 

2001.10 第7回ビジュアリゼーションカンファレンス（有明タイム24）

 東京大学 河口洋一郎氏 
「反応する情感の芸術：ジェモーション」 
 慶応大学 稲陰正彦氏「ブロードバンドエンタテイメントの  
可能性：デジタルシネマとバーチャルアクター」 

2002.10 第8回ビジュアリゼーションカンファレンス（有明タイム24）

      東京大学 矢川元基氏「ITBLにおける可視化システム」 
デジタルハリウッド 深野暁雄氏「ブロードバンド時代の 
Webリッチメディアコンテンツー2002年最新事例」 

2003.10 第9回ビジュアリゼーションカンファレンス（有明タイム24） 
東京大学 安田浩氏「コンテンツ流通と可視化」 
リコピング大学 マイケル・ヤーン氏「SMARTDOC:動的 
に３Dグラフィックスを取り扱える対話的ドキュメント」 

 



である。 
 価格が 50 分の 1 で、50 倍以上の性能になってい

るので価格性能は 2500 倍くらいアップしている。 

 次に、ネットワークは、バックボーンは速くなる

ものの自分のコンピュータの周りは数年前までイ

ーサーネットだったので 10 年間まったく変化なし

と思っていたが、FAST イーサーになり 10 倍アッ

プした。（ケーブル、通信回線の価格は飛躍的に安

くなっているらしい。） 
 最後に、ほとんど性能が変らないと感じているの

がディスプレイである。液晶モニターが登場してコ

ンパクトになったし、色も美しくなっているのかも

しれないが、解像度は 1280×1024、色数は 24 ビッ

トで変化がない。 

 
６．大規模データの問題 

現在、可視化の大きな課題は「大規模データの可

視化」である。これは、何ＧＢ以上が大規模である

かという問題ではなく、いろいろな計算機環境のア

ンバランスで発生するいろいろな問題である。 

 
6.1 データが移動できない。 

 あまりに大量のデータは計算用コンピュータか

ら可視化用コンピュータに移動できなくなる。ネッ

トワークを通しても時間がかかりすぎるし、一方、

何かの媒体に落とすとしても時間がかかるし、適当

なメディアが無い。そこで、データを動かさないで

中身を見る遠隔可視化の要求が出てくる。  

 
6.2 可視化に時間がかかりすぎる（できない） 

 対話的に可視化するためには大雑把に言って 1
秒以内には再描画して欲しい。したがって、データ

量が大きくなるに従って、可視化処理は苦しくなる。 

 特に問題となるのはメモリのようである。 
 メモリ消費を軽減する代表例は、ボリュームレン

ダリングである（図６）。 

 
 

 
 

 
 図６ いろいろなボリュームレンダリング 

 
90 年代はじめにボリュームレンダリングは、あ

る１つのレベル値しか見られない等値面に対して、

全体を把握することが可能なボリュームレンダリ

ングは優れた可視化手法であるとして流行した。し

かし、パラメータの設定が面倒であることと、静止

画では奥行き方向の情報がわからないことから、結

局は、あまり使われなかった。しかし、大規模ボリ

ュームデータの表示手法として 90 年代後半に再び

ブームとなった。ボリュームレンダリングの専用ハ

ードウエアも発表されたが、現在は市販の OpenGL

グラフィックスカードの三次元テクスチャ機能を

使う方法がコストパフォーマンスで優れており、主

流となっている。 
 ボリュームレンダリングは、マルチＣＴが普及し

てきた医療現場では、標準的に利用されている（図

7）。 

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

図 7 ＣＴデータの表示例（弊社 Real Intage） 

 
 図６の左端のような全体をぼんやりと眺めるよ

うな表示ではなく、等値面と同じような表示を使う。 

 
6.3 パラメータ設定が大変 

 ボリュームレンダリングにもパラメータ設定の

複雑さが問題として残っているが、医療現場では同

じようなデータを継続的に観察するので、あらかじ

め経験的にパラメータを決めておくことで問題を

解決している。 

 しかし、一般の数値解析では問題が毎回変るので

事前にパラメータを決めることは難しい。例えば、

流体解析のストリームラインの出発点を複雑な流

れの中で決定することは困難である。ここでは特異

点理論で出発点を決めたり[9] [10]、前述の LIC のよ

うな手法で全体を可視化してしまうこと[11]で解決

を試みている。 

 
6.4 表示精度が足らない 

 前節で述べたようにディスプレイの解像度はほ

とんど変化がないので、表示解像度に対して可視化

すべきデータは増え続け、飽和している。  

 例えば、1000×1000 の 2 次元解析は、今や、そ

れほど大規模と思えないが、実際、塗りつぶしによ

るコンター図を表示しようとすると、かなりのコン

ピュータリソースが必要である。 
 図８は AVS/Express を使った 1000×1000 の表示



例だが、これはコンター図ではなく、すべての点を

ピクセルで表示しただけである。 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
図 9 1000x1000 のポイント表示 

 

  
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 図 10 計算セルと画素の関係 

 
 図 10 に示すように、従来は計算格子がディスプ

レイに比べて解像度が低かったため、セルの中をグ

ローシェーディングなどで補間して可視化をして

いた。しかし、図９は計算点が 1000×1000 あるの

で、フルスクリーンで表示してちょうど 1 点 1 ピク

セルであるから、小さなウインドウの中に表示され

た図９の場合、逆に 1 ピクセルに 4 点以上の計算点

が入っている。 
 実際に、どの計算点の値が画素に反映されている

かは、おそらくグラフィックスライブラリの中の優

先順序の問題なので、誰にもわからない。  

 
７．ＫＧＴが進めている大規模データ対応  
 最後にＫＧＴが現在進めている開発と関連する

ユーザ事例を紹介する。 
7.1 並列可視化システム AVS/Express PCE 

 (Parallel Cluster Edition) 

  Linuxクラスタを対象とした並列可視化システム

AVS/Express は東京大学アドベンチャープロジェク

トおよび理化学研究所の支援を受けて 2002 年度に

リリースした製品である（図 11）[12] [13]。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 図 11 SC2002 理研ブースにて PCE を展示 

 
 図 12 は、4 ノードクラスタで動作している場合

の AVS/Express PCE の動作概念図である。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
  図 12 AVS/Express PCE の動作概念図 

 
 このシステムは、計算結果があらかじめ領域分割

されたままクラスタの各ノードのローカルディス

クに格納されている状態を前提としている。 

 すべてのクラスタノードで AVS/Express が動作

し、マスタからの指示に従って各ノードの担当部分

の可視化を行い、最後にマスタ上の AVS/Express で
合成して表示を行う。 
 クラスタからマスタへのデータ転送の方法はユ

ーザが選択できる。 
 超大規模なデータに対しては、クラスタノードで

レンダリング処理まで行い、ネットワーク転送のデ

ータ量がデータサイズに依存しない画像の形式で

マスタに集めて表示し、一方、断面の等値線のよう

にポリゴンデータが少ない場合は、三次元幾何デー

タとしてマスタに集めて表示する。 

 さらに、クラスタ側でロードしたままの数値デー

タとして転送し並列ＩＯだけ利用する方法や、間引

きをしてからマスタで処理できる容量にして転送

することもできる。 

 

昔

今から将来

昔は、セルの間を補間して色を塗りつぶしていた。
今は、1画素に複数のセルが含まれるようになりつつある。

表示



 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
  図 13 並列システムを使ったデータ抽出 

 
 図 13 は、これらの特性を活かしたデータ抽出シ

ステムの例である。図 15 の画面右はクラスタノー

ドでレンダリングをし、マスタで合成した可視化結

果である。図中に「間引きデータ」と記述している

が、クラスタ側で明示的な間引きはしていない。差

分法のような構造格子は比較的容易に間引くこと

ができるが、有限要素法では間引き方が難しい。 
 ここでは図 10 で示したようにレンダリングをし

てしまうことで暗黙に行われる間引きを利用して

いるので、間引きのための特別なデータ処理は不要

である。この全体図を見て関心領域を決定し、その

部分だけを、今度は数値データとしてマスタに転送

し可視化しているのが図 15 の左のウインドウの中

の可視化結果である。 

 
7.2 遠隔可視化システム 

１）  AVS/Express WSE( Web Server Edition) 
 大規模データを動かすことなくサーバ側で可視

化する製品で 2002 年度にリリースした。 

 
 

 
 
 

 
 

 
  図 14 AVS/Expresss WSE概念図 

 
 この製品は Web サーバのバックエンドで

AVS/Express が動作して可視化を行う。ユーザ管理

や動的ページ生成、データベースからのデータのロ

ードなどの処理は、弊社の別製品 MAST [14]がコン

トロールする。ユーザは独自の可視化インターフェ

イスを作成することができ、簡易的な操作で遠隔地

のデータを可視化することできる。 

1-1）  国際海洋環境情報センターの事例 

http://www.viz-journal.kgt.co.jp/user/godac.html 
 国際海洋環境情報センターでは世界中の海洋に

関わる情報、海水温、塩分濃度などを収集している。 
 ユーザはインターネットを通してこれらのデー

タを検索、閲覧することができる（図 15）。 

 
1-2）宇宙シミュレーション・ネットラボラトリシ

ステムの事例（千葉大学、岡山理科大学）  

http://www.viz-journal.kgt.co.jp/user/chiba-u.html 
 先の事例ではデータベースに格納されたデータ

を閲覧するものであるが、本システムはバックエン

ドにシミュレーションプログラムも配置し、計算と

可視化を遠隔地から操作することができる。 

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
  図 15 国際海洋環境センターの事例 

 
1-3）東北大学金属材料研究所の事例 

http://www.viz-journal.kgt.co.jp/user/tohoku-u.html 
 これは AVS/Express WSE の事例ではない。㈱日

立東日本ソリューションズが、AVS/Express を使っ

て開発した研究ポータルである。東北大学と日本原

子力研究所の共同研究によって開発された第一原

理分子動力学計算を行うソフトウエア TOMBO を

遠隔地から利用できるシステムで、可視化部分に

AVS/Express が利用されている。 

 

２） OpenViz 
  OpenViz は、Java,ActiveX のコンポーネントとし

て可視化機能を提供する開発者用製品である。サー

バサイドレンダリングの機能もあり、ノークライア

ントでも動作することも可能である。 



http://www.viz-journal.kgt.co.jp/user/openviz-jipts.html 
に JIP テクノサイエンス㈱が OpenViz を使って開発

した事例の紹介がある。Web 上でグラフサービスを

行う e-Axis および「海のＩＴシステム」への適応

例（ http://www.jip-ts.co.jp/service/nb/its/index.html）があ

る。 

 
7.3 バーチャルリアリティー対応 

１） AVS/Express MPE(Multi Pipe Edition) 
 表示装置の高度化の１つに立体視やバーチャル

リアリティーシステムがある。AVS/Express MPEは

SGI の並列グラフィックスシステムを有効に使う

もので、大画面モニターへの表示や CAVE™で利用

することができる。 

http://www.viz-journal.kgt.co.jp/topics/cave.html 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
図 16 CAVE 利用例（埼玉大学） 

 図 16 は埼玉大学情報処理センターの CAVEにバ

ースボールコイルを表示した事例である。埼玉工業

大学の井門教授が大学生、高校生の理解を高めるた

めに利用している。 

 

２） PortableVR 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
  図 17 PortableVR 設置時の様子 

 
 AVS/Express MPE はハイエンドのシステムで動

作するが、一方、立体視を手軽に行いたいという要

求もある。PortableVR は 2 台のプロジェクタを使っ

た偏向方式の簡易立体視システムで、宅配を使って

フルセットを送付できるので学会発表や展示会な

どに利用できる。 

 
 

８．まとめ 
 AVS の歴史を振り返りながら 90 年代の可視化環

境の変化について述べ、現在、可視化で問題となっ

ている「大規模データの可視化」について考察した。 
 また、その課題を解決するために、弊社が取り組

んでいる可視化製品やユーザ事例について紹介し

た。今後もハードウエア環境、ユーザ環境の変化に

応じて、可視化の課題を解決する製品やサービスを

提供していく予定である。 
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